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那覇市医師会の「南海トラフ地震への備え」について（注意喚起） 

 

平素より本会事業にご理解とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、令和６年８月８日 16時 43分頃の日向灘の地震に伴い、気象庁は南海トラフ地震臨

時情報（巨大地震注意）を発表しました。 

南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）では、「南海トラフ地震の想定震源域では、新た

な⼤規模地震の発⽣可能性が平常時と比べて相対的に⾼まっていると考えられます。今後、

もし⼤規模地震が発⽣すると、強い揺れや高い津波を生じると考えられます。政府や⾃治体

などからの呼びかけ等に応じた防災対応をとってください。」と注意喚起がございます。 

那覇市医師会におきましても、以下の内容で南海トラフ地震へ備えることとします。 

会員の皆様におかれましてもご承知おきいただけますと幸いです。 

 

1. 南海トラフ地震への危機感が高まっております。落ち着いて行動しましょう。 

 

2. 南海トラフ地震が発生した場合は、まずご自身の身の安全を第一に考え速やかに

命を守る行動をしてください。 

 

3. 南海トラフ地震が発生した場合は、那覇市医師会内に那覇市医師会対策本部を速

やかに設置し、理事者に集合をかけ統率ある行動を取るべく可能な限り迅速に対

策会議を招集します。 

会員の皆様も常に連絡の取れる体勢を維持し、携帯電話、スマホ、メールなど、

常に那覇市医師会からの連絡に留意されますようよろしくお願いします。 

 

4. 各施設においては速やかに避難行動がとれる様に事前の施設内対策をお願いしま

す。 

 

5. 重ねて、巨大地震発生時には、ご自身の身の安全を最優先に考えて行動してくだ

さい。先生方の命があってこそ、その後の災害支援、医療支援は存在します。 

 
 


